
弁

護

士

 

        

も
う
す
ぐ
霜
が
と
け
る 

        
 

 
 

 
 

P
.N

モ

リ

ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

森

田

沙

彩

）

 



人

 

物

 
暁

知

律

（

４

５

）

弁

護

士

 

暁

朔

（

２

５

）

暁

の

息

子

 

風

間

瞬

平

（

２

５

）

会

社

員

 

暁

瑠

理

（

４

５

）

暁

の

妻

 

要

若

葉

（

３

０

）

要

の

秘

書

 

リ

ー

ダ

ー

 

客
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〇

ワ

ゴ

ン

車

・

外

（

夜

）

 

 
 

 

全

身

黒

服

の

若

者

が

降

り

て

来

る

。

そ

の

中

に

戸

惑

い

な

が

ら

降

り

て

来

る

、

暁

朔

（

２

５

）

と

風

間

瞬

平

（

２

５

）
。

 

 
 

 

２

人

に

バ

ッ

ド

を

差

し

出

す

、

リ

ー

ダ

ー

。

 

リ

ー

ダ

ー

「

何

で

も

い

い

。

金

目

に

な

り

そ

な

物

、

 

取

っ

て

来

い

」

 

朔

「

え

、

何

言

っ

て

い

る

ん

で

す

か

」

 

風

間
「

俺

た

ち

、
配

達

の

仕

事

に

応

募

し

た

ん

す

よ

」

 

リ

ー

ダ

ー

、
朔

の

顔

の

横

に

バ

ッ

ド

を

構

え

、 

リ

ー

ダ

ー

「

親

の

首

も

飛

ん

で

い

い

の

か

？

」
 

 
 

 

固

ま

る

朔

に

風

間

、

手

袋

を

し

た

手

で

バ

ッ

ド

を

奪

う

。
若

者

の

後

を

追

う

、
風

間

と

朔

。
 

 

〇

誰

か

の

家

・

和

室

（

夜

）

 

 
 

 

散

ら

か

っ

た

部

屋

。

 

若

者

と

朔

と

風

間

、

物

色

し

て

い

る

。

 

倒

れ

て

い

る

住

人

、

ふ

ら

つ

き

な

が

ら

風

間

め

が

け

包

丁

を

振

り

上

げ

る

。

風

間

、

咄

嗟

に

バ

ッ

ド

で

殴

る

。

血

痕

が

手

元

に

飛

ぶ

。
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パ

ト

カ

ー

の

音

。

慌

て

て

逃

げ

る

若

者

。

 

硬

直

す

る

風

間

。

朔

、

素

手

で

バ

ッ

ド

を

奪

い

、

 

朔

「

行

け

！

」
 

風

間

「

で

、

で

も

」
 

朔

「

お

ば

さ

ん

、

１

人

に

出

来

な

い

だ

ろ

」

 

 
 

 

風

間

、

顔

を

し

か

め

、

立

ち

去

る

。

 

 

〇

喫

茶

店

・

店

内

（

朝

）

 

 
 

 

ベ

ル

を

鳴

ら

す

店

員

。
『

福

袋

』

の

ポ

ッ

 

プ

。

長

蛇

の

列

。

 

そ

の

中

に

弁

護

士

バ

ッ

チ

を

つ

け

た

ス

ー

ツ
 

姿

の

暁

知

律

（

４

５

）
。

 

暁

の

前

の

客

が

１

０

個

、
福

袋

を

手

に

す

る

。

白

い

目

で

見

る

、

客

と

店

員

。

 

暁

「

１

０

０

人

家

族

で

す

か

？

テ

ー

バ

ッ

グ

、

１

つ

 

１

０

個

入

り

」

 

 
 

 

客

、

ポ

カ

ン

と

す

る

。

 

客

「

べ

、

別

に

い

く

つ

買

お

う

が

貢

献

し

て

い

る

な

 

ら

い

い

で

し

ょ

」
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暁

「

え

え

。

た

だ

、

私

は

転

売

す

る

の

か

な

と

」

 
客

「

い

、

言

い

が

か

り

は

止

め

て

よ

」

 

暁

「

転

売

す

る

な

ら

古

物

営

業

法

に

引

っ

か

か

る

可

 

能

性

が

あ

り

ま

す

。

可

能

な

１

３

分

類

の

う

ち

食

 

品

は

含

ま

れ

て

い

な

い

の

で

、

違

法

」

 

 
 

 

客

、

恐

る

恐

る

福

袋

を

見

る

。

 

暁

「

売

る

な

ら

他

の

物

が

良

い

。

家

電

な

ら

利

益

も

 

あ

っ

て

、

法

に

触

れ

な

い

」
 

 
 

 

客

、

バ

ツ

が

悪

い

顔

で

出

て

い

く

。

 

 

〇

暁

法

律

事

務

所

・

外

観

 

 

〇

同

・

オ

フ

ィ

ス

 

 
 

 

紅

茶

を

飲

ん

で

い

る

暁

、

ほ

っ

と

一

息

。

 

 
 

 

要

若

葉

（

３

０

）
、

福

袋

の

中

を

覗

き

、

 

若

葉

「

似

た

よ

う

な

も

の

ば

っ

か

り

で

す

ね

」

 

暁

「

利

益

の

方

が

大

き

い

。

私

に

は

問

題

な

し

」

 

若

葉

「

利

益

利

益

っ

て

、

息

子

さ

ん

の

就

職

祝

い

も

 

ケ

チ

る

の

は

違

う

ん

じ

ゃ

な

い

ん

で

す

か

？

」

 

 
 

 
F

A
X

が

届

く

。
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若

葉

、
内

容

を

確

認

し

、
口

に

手

を

当

て

る

。

 

 
 

 

暁

、

首

を

傾

げ

る

。

 

 

〇

警

察

署

・

留

置

場

・

一

室

 

 
 

 

俯

き

座

っ

て

い

る

朔

。

窓

越

し

の

部

屋

に

暁

 

が

入

室

。

 

朔

を

見

て

、

頭

を

掻

き

な

が

ら

座

る

。

 

 
 

 

暁

、

書

類

を

机

に

投

げ

、

呆

れ

た

顔

で

 

暁

「

容

疑

は

強

盗

傷

罪

。

当

番

弁

護

士

の

依

頼

で

来

た

。

１

回

の

み

で

１

５

分

し

か

時

間

が

な

い

。

依

頼

者

は

暁

瑠

理

、

君

の

母

親

で

、

私

の

妻

だ

」

 

 
 

 

朔

、

縮

こ

ま

る

。

 

暁

「

私

は

真

実

を

知

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

バ

ッ

ド

で

殴

っ

て

相

手

を

意

識

不

明

に

し

た

。

そ

れ

だ

け

だ

。

間

違

い

な

い

か

」

 

朔

「

…

」

 

 
 

 

暁

、

た

め

息

を

つ

き

、

 

暁

「

本

人

が

話

し

て

い

る

以

上

、

そ

し

て

そ

れ

に

矛

盾

す

る

証

拠

が

な

い

以

上

、

検

察

の

見

立

て

が

間

 

違

い

な

い

と

は

言

え

な

い

と

伝

え

る

の

が

仕

事

だ

」 
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朔

「

父

さ

ん

は

、

俺

が

や

っ

た

っ

て

思

う

？

」

 
暁

「
…

弁

護

に

私

情

は

挟

ま

な

い

。

厄

介

な

欲

望

は

 
法

に

必

要

な

い

」

 

 
 

 

朔

、

苦

笑

い

し

、

 

朔

「

そ

う

だ

。

事

実

を

知

ら

な

い

。

俺

の

こ

と

何

も

 

知

ら

な

い

」

 

 
 

 

暁

、

腕

時

計

を

見

る

。

 

朔
「

時

間

の

無

駄

だ

よ

。
ど

っ

ち

に

転

ん

で

も

良

い

」

 

暁
「

勾

留

か

ら

起

訴

さ

れ

た

場

合

、
日

本

で

は

9
9

.
9

パ

ー

セ

ン

ト

有

罪

に

な

る

。
そ

れ

で

も

い

い

の

か

」 

 
 

朔

、

投

げ

や

り

な

笑

顔

。

 

 
 

 

暁

、

書

類

を

乱

暴

に

と

り

、

出

て

い

く

。
 

 

〇

風

間

の

家

・

居

間

 

 
 

 

介

護

用

の

ベ

ッ

ド

で

横

に

な

っ

て

い

る

風

間

の

母

。

風

間

、

母

を

起

こ

す

。

 

風

間

「

汗

か

い

て

い

る

な

。

着

替

え

る

か

」

 

 
 

 

テ

レ

ビ

か

ら

闇

バ

イ

ト

の

ニ

ュ

ー

ス

。

画

面

に

警

察

に

連

行

さ

れ

る

朔

の

姿

。

 

 
 

 

風

間

、

目

を

見

開

き

、

動

揺

。
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〇

暁

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

 

 
 

 

暁

の

胸

を

何

度

も

叩

く

、

暁

瑠

理

（

４

５

）
。 

 
 

 
瑠

理

、

泣

き

な

が

ら

、

 

瑠

理

「

そ

の

ま

ま

帰

っ

て

来

た

の

！

？

あ

な

た

は

今

ま

で

何

を

見

て

た

の

！

？

」

 

暁

「

朔

が

そ

う

い

う

ん

だ

。

仕

方

が

な

い

」

 

瑠

理

「

だ

か

ら

っ

て

、

そ

の

ま

ま

信

じ

る

の

？

」

 

暁

「

な

ら

ど

う

す

れ

ば

い

い

。

バ

ッ

ド

に

は

朔

の

指

紋

が

あ

る

。
否

定

も

し

な

い

。
私

は

、
弁

護

士

は

！

」 

瑠

理

「

弁

護

士

じ

ゃ

な

く

て

、

父

親

と

し

て

信

じ

て

あ

げ

れ

な

い

の

？

」

 

暁

「

…

分

か

ら

な

い

。

時

間

の

無

駄

だ

っ

た

か

ら

」
 

瑠

理

「

あ

の

子

、

新

卒

で

就

職

で

き

た

の

に

収

入

が

少

な

い

、

税

金

で

ほ

と

ん

ど

取

ら

れ

る

っ

て

嘆

い

て

い

た

わ

よ

。

ち

ゃ

ん

と

話

聞

い

た

？

」

 

暁

、

首

を

横

に

振

る

。

 

 
 

 

瑠

理

、

た

め

息

を

つ

き

、

ソ

フ

ァ

に

座

る

。

 

 

〇

同

・

朔

の

部

屋

（

夜

）

 

 
 

 

暁

、

恐

る

恐

る

入

る

。
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整

理

整

頓

さ

れ

た

部

屋

。

 

暁

、

壁

に

立

て

か

け

ら

れ

た

バ

ッ

ド

を

手

に

 

取

る

。

薄

汚

れ

て

お

り

、

も

ち

手

に

は

握

っ

た

痕

。
そ

ば

に

あ

る

写

真

た

て

を

手

に

取

る

。 

写

真

に

は

朔

と

風

間

が

草

野

球

姿

で

ピ

ー

ス

。 

暁

「

野

球

、

し

て

い

た

の

か

」

 

 
 

 

暁

、

写

真

を

ジ

ッ

と

見

る

。

風

間

の

グ

ロ

ー

 

ブ

が

左

手

に

つ

い

て

い

る

。

 

暁

、

ハ

ッ

と

す

る

。

 

 

〇

法

律

事

務

所

・

オ

フ

ィ

ス

（

夜

）

 

 
 

 

慌

て

て

入

っ

て

来

る

、

暁

。

 

作

業

を

し

て

い

た

若

葉

、

驚

く

。

 

若

葉

「

ど

、

ど

う

さ

れ

ま

し

た

？

」

 

暁

「

朔

の

、

野

球

バ

ッ

ド

の

証

拠

写

真

」

 

 
 

 

若

葉

、

慌

て

て

写

真

を

渡

す

。

 

 
 

 

写

真

に

は

バ

ッ

ド

に

つ

い

た

血

痕

が

手

元

の

 

方

向

に

飛

び

散

っ

て

い

る

。

 

暁

「

朔

は

右

利

き

だ

。

右

利

き

の

人

が

バ

ッ

ド

を

横

 

に

振

っ

た

ら

先

端

の

方

に

血

痕

が

飛

ぶ

は

ず

だ

。
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こ

れ

は

、

左

利

き

の

人

が

使

っ

た

」

 
若

葉

「

え

、

な

ら

、

犯

人

じ

ゃ

な

い

」

 

暁

「

瑠

理

に

、

私

選

弁

護

士

を

紹

介

し

て

」

 

若

葉

「

は

い

。

ど

な

た

に

さ

れ

ま

す

？

」

 

暁

「

俺

を

。

そ

の

方

が

動

き

や

す

い

」

 

 
 

 

若

葉

、

目

を

見

開

く

が

、

微

笑

み

頷

く

。

 

 

〇

繁

華

街

の

外

れ

た

住

宅

街

 

 
 

 

上

を

見

な

が

ら

何

か

を

探

し

て

い

る

暁

。

 

 
 

 

住

宅

の

玄

関

上

に

防

犯

カ

メ

ラ

。
 

 
 

 

暁

、

チ

ャ

イ

ム

を

押

す

。

 

暁
「

私

、
弁

護

士

を

し

て

い

ま

す

暁

と

申

し

ま

す

が

、
 

防

犯

カ

メ

ラ

の

映

像

、
見

せ

て

い

た

だ

い

て

も

？

」 

 

〇

法

律

事

務

所

・

オ

フ

ィ

ス

 

 
 

 

Ｐ

Ｃ

で

動

画

を

見

て

い

る

、

暁

と

若

葉

。

 

 
 

 

映

像

に

は

ワ

ゴ

ン

車

か

ら

降

り

る

朔

と

風

間

の

姿

。

 

暁

「

や

っ

ぱ

り

彼

か

」

 

若

葉

「

風

間

瞬

平

、

で

す

か

？

」
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暁

「

彼

、

左

利

き

。

他

の

若

者

も

バ

ッ

ド

持

っ

て

る

 

け

ど

、

全

員

右

利

き

だ

」

 

若

葉

「

ど

う

し

ま

す

？

」

 

暁

「

彼

は

朔

の

幼

馴

染

だ

。

理

由

は

知

ら

な

い

が

、

 

何

故

か

朔

が

彼

の

罪

を

、

自

ら

背

負

お

う

と

し

て

 

い

る

」

 

若

葉

「

聞

く

し

か

、

な

い

の

で

は

？

息

子

さ

ん

に

」

 

 
 

 

暁

の

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。
 

 
 

 

画

面

に

は

『

瑠

理

』
。

 

 

〇

暁

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

 

 
 

 

土

下

座

を

し

て

い

る

、

風

間

。

 

向

か

い

に

怒

り

に

震

え

る

瑠

理

と

冷

静

な

暁

。 

風

間

「

本

当

に

す

み

ま

せ

ん

で

し

た

！

」

 

瑠

理

「

あ

な

た

の

せ

い

で

、

朔

は

。

て

、

テ

レ

ビ

に

 

顔

が

さ

ら

さ

れ

た

の

よ

！

」

 

暁

「

な

ん

で

今

ご

ろ

、

し

か

も

私

の

所

に

」

 

風

間

「

…

あ

の

時

、

俺

、

手

袋

つ

け

て

た

か

ら

。

証

 

拠

、

な

い

で

す

よ

ね

」

 

暁

「

よ

く

そ

こ

ま

で

気

づ

い

て

い

た

ね

。

い

や

、

計
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算

済

み

だ

っ

た

？

朔

を

ハ

メ

る

た

め

に

」

 

 
 

 

と

、

握

り

拳

を

作

る

。

 

 
 

 
瑠

理

、

ハ

ッ

と

し

、

暁

を

見

る

。

 

 
 

 

風

間

、

首

を

大

き

く

左

右

に

振

る

。

 

風

間

「

朔

が

、

俺

を

逃

が

し

た

ん

で

す

！

俺

、

母

の

 

介

護

し

な

が

ら

働

い

て

て

。

俺

が

い

な

く

な

っ

た

 

ら

母

さ

ん

、

生

き

て

行

け

な

い

」

 

 
 

 

と

、

握

り

拳

を

つ

く

る

。
 

風

間
「

親

父

さ

ん

は

弁

護

士

だ

っ

て

聞

い

て

た

か

ら

。 

証

拠

、

な

い

け

ど

、

信

じ

て

く

れ

ま

す

か

？

」

 

 
 

 

と

、

申

し

訳

な

さ

そ

う

に

顔

を

上

げ

る

。

 

暁

「

証

拠

は

確

か

に

な

い

。

法

律

は

証

拠

と

供

述

で
 

戦

う

。

ど

ん

な

に

残

酷

で

も

私

情

は

挟

ま

な

い

」
 

 
 

 

風

間

、

俯

く

。

 

暁

「

だ

が

、

君

の

発

言

が

事

実

な

ら

、

私

は

君

と

、

 

朔

を

信

じ

る

」

 

 
 

 

瑠

理

、

涙

を

浮

か

べ

る

。

 

 
 

 

風

間

、
泣

く

な

が

ら

も

う

一

度

頭

を

下

げ

る

。 

 
 

 

暁

、

風

間

を

見

つ

め

た

ま

ま

。

 



 

  

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


